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複言語・複文化教育センターの

開設を記念したシンポジウム「英語

教育と国語教育の連携を巡って」が

６月11日、浦安キャンパスで開催さ

れた。今後予定されている学習指導

要領の改訂において、論点の一つに

なっている英語教育と国語教育の

連携の背景や基本的事項について

整理した後、理論的および実践的な

観点から講演・討論が行われた。

はじめに、同センター長を務める

大津由紀雄副学長から導入講演が

あり、今回のシンポジウムの趣旨が

語られた。さらに、英語教育と国語

教育の連携の必要性や、これまでの

連携がどうして失敗に終わったの

か、などが解説された。

その後、早稲田大学教授の森山卓

郎氏、駿台予備学校の持田哲郎氏、東

京学芸大学附属小金井中学校の末

岡敏明氏、埼玉県杉戸町立西小学校

の渡辺香代子氏が登壇し、大学・予

備校・中学校・小学校それぞれの

立場から英語教育と国語教育の連

携や、外国語の学習に関する講演が

行われた。

英語教育と国語教育の連携を巡って

講演に耳を傾ける参加者たち

講演に引き続き、埼玉県立大宮中

央高等学校の齋藤菊枝氏による指

定討論とフロアを交えた全体討論

が行われ、活発に意見が交わされた。

複言語・複文化教育センターで

は、母語と複数の外国語を効果的に

運用し、文化的な背景も身につけた

真のグローバル精神の育成を目標

に掲げている。今回のシンポジウム

を皮切りに、今後もことばとその教

育の重要性に関する議論の機会を

提供していく。

複言語・複文化教育センター開設記念シンポジウム
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トゥルク大学から研修生が来学歯学部相互交流
プ ロ グ ラ ム

本学歯学部は国際的な歯科

医師を育成することを目的とし

て、費用全額大学負担の海外研

修制度を設けるとともに、海外

の各国協定校からも交換研修生

を受け入れ、相互交流を積極的

に行っている。

５月30日から６月２日にかけ

て、フィンランドのトゥルク大

学から研修生２人と教員２人が

来学。31日に坂戸キャンパスを

訪れ、本学教員による国際交流

や教育・研究などに関する講義

を受講した後、付属病院の見学

が行われた。昼には教職員らに

よる歓迎パーティーに参加し、

和やかに交流をする姿が見られた。

また、研修期間中は、昨年の８月にト

ゥルク大学への海外研修に参加した

本学学生らが中心となり世話役を務

めるなど、学生同士の交流も活発に

化、歯科臨床や大学教育について意

見交換ができたことはとても貴重な

機会となりました。今後もお互いに

協力し、さらなる発展につなげてい

きたいです」と話した。

付属病院の最新設備を見学する研修生ら

行われた。

引率したトゥルク大学の教員は、

「明海大学との国際交流を通じて価

値ある経験ができたことを大変うれ

しく思います。また、互いの国の文

５月12日、坂戸キャンパスで2016

年度歯学部学業成績優秀者の表彰式

が行われ、学業成績が優秀で、かつ

心身ともに健康、品行方正な各学年

上位10位（２年生は該当年度入学者

の上位10％）の学生52人が表彰され

た。

これは、学生の修学意欲の高揚を

図ることを目的に毎年行われている

もので、今年で32回目を迎える。表

彰式では多くの教職員が見守る中、

学年ごとに受賞者の名前が呼ばれ、

中嶌裕歯学部長から表彰盾が授与さ

れると、会場は温かい祝福の拍手に

つつまれた。

入学から毎年受賞しているパーフ

ェクト受賞者の那須美紗さん（歯学

科６年）は、「勉強と部活動の両立

は大変でしたが、５年間パーフェク

トを達成できて嬉しいです。これに

驕ることなく、より一層努力を重

ね、国家試験合格をめざします」と

喜びを語った。

表彰された６年生の成績優秀者ら

2016年度歯学部学業成績優秀者表彰式
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よび入試の対策講座が

行われた。終了後には、

教員に直接質問する高

校生の姿もあり、GMM

に対する注目度の高さ

がうかがえた。また、

外国人教員と英会話が

体験できるコーナーや

在学生がキャンパス内

を案内する『キャンパ

スツアー』には毎回多くの方が参加

し、「先生や学生スタッフの方々が親

切で、緊張がほぐれた」「案内してく

れた学生がとても丁寧に説明してく

れて、楽しいツアーだった」などの感

想があり、大変好評だった。

浦安キャンパスでは、５月15日、６

月５日に外国語、経済、不動産、ホス

ピタリティ・ツーリズム学部（以下、

HT学部）志望者を対象としたオープ

ンキャンパスを開催。多くの高校生、

保護者が来場し、キャンパスは活気

に包まれた。2017年度に新設される

HT学部グローバル・マネジメント

メジャー（GMM）を対象とした特別

プログラムでは、GMMの概要説明お

坂戸キャンパスでは、５月22日、

６月19日にオープンキャンパスが開

催され、歯学部を志望する高校生や

保護者が多く参加した。

今回は「大学を知ろう！」をテー

マに、午前中は在学生によるプログ

ラム紹介や2017年度入試概要等の説

明、模擬授業が行われた。

午後からは、学食体験（無料）や

５・６月限定プログラムのご父母対

象ガイダンス、キャンパスツアー、

入試個別相談などが

実施され、学生スタ

ッフや教員に積極的

に質問する様子が見

られた。

来 場 者 か ら は 、

「 学 生 ス タ ッ フ の

方々が親切で印象が

良かった」「臨床力

の高い歯科医師にな

2016年度オープンキャンパス開催
浦安キャンパス
好評の特別プログラム

坂戸キャンパス
テーマ「大学を知ろう！」

英会話を体験する参加者（浦安キャンパス）

学食体験で在学生と交流する参加者（坂戸キャンパス）

今年度新たに入学した外国人留学

生のウエルカムパーティーが、５月

20日、浦安キャンパスで開催され、新

新入外国人留学生ウエルカムパーティー
入留学生や在学生をはじめ、教職員、

教育後援会、浦安市および市の国際

交流協会（UIFA)など、総勢約200人

が参加した。

毎年恒例となってい

るこのパーティーは、

慣れない環境で生活を

送る留学生の不安を解

消し、大学生活に早く

溶け込めるように、留

学生連合会の協力のも

と開催している。今年

度は、学部・大学院・別科・特別聴

講学生から120人を超える新人留学

生が参加した。

パーティーは安井利一学長の挨拶

で開幕し、参加した留学生らは歓談

に興じたり記念写真を撮るなど、存

分に楽しんでいた。

また、パーティーの後半では先輩

留学生によるアトラクションとして

抽選会が行われ、当選者発表のたび

に歓声が上がるなど会場は大きな盛

り上がりを見せた。参加した新入留

学生は「たくさん勉強して日本語の

通訳士になるのが夢です！」と笑顔

で今後の目標を語った。笑顔の新入外国人留学生

るための環境や施設が整っていると

感じた」などの声が聞かれた。
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５月29日に外国語学部、経済学部、

ホスピタリティ・ツーリズム学部

（以下、HT学部）、６月19日に経済学

部、不動産学部、HT学部のOne Day

セミナーが浦安キャンパスで開催さ

れた。

オープンキャンパスとは異なり、

少人数定員制のため、教員や在学生

とコミュニケーションがしっかりと

れることも魅力のひとつ。参加した

高校生たちは、体験授業やグループ

ワークなどを通じて、初対面の参加

者同士で打ち解け、楽しそうに会話

をする姿や、教員や在学生に将来に

ついて質問する姿が見られた。

参加した高校生からは「日本語、英

語、中国語それぞれの言語に触れられ

るプログラムで、いろいろな言語に興

味が湧いた」「在学生や先生方がとて

も親切で、参加する度に入学したいと

思う気持ちが強くなるので、受験に向

けて勉強を頑張りたい」「先生からの

講義はもちろん、在学生から大学生活

の様子について聞くこと

ができて、とてもいい機会

になった」などの感想が寄

せられ、どの学部も満足度

の高いセミナーとなった。

各学部のセミナーの実

施内容は右のとおり。

７月には、下記のとおり

HT学部のセミナーが内容

パネルディスカッションで学生生活について話す在学生（HT学部）

OneDayセミナーOneDayセミナー 参加型プログラムを通じて各学部の魅力を体験！

■外国語学部
グローバルをテーマとした日本語・英米
語・中国語学科の体験授業、グローバ
ル・スタディーズ専攻グループワーク、外
国語によるキャンパスツアー、学科別説
明会
■経済学部
経済・経営・会計学に関する体験授
業、学科・コース説明
■不動産学部
不動産学の基礎を学ぶ体験授業、在
学生によるパネルディスカッション
■ホスピタリティ・ツーリズム学部
在学生によるパネルディスカッション、エ
アラインサービス・旅行会社に関する体
験授業（5/29）、ホテルに関する体験
授業（6/19）

OneDayセミナーOneDayセミナー

場所：明海大学浦安キャンパス
（高校生・保護者限定／完全予約制／参加費無料）

お問い合わせ／企画広報課　TEL:047-355-1101

ホスピタリティ・ツーリズム学部
グローバル・マネジメント メジャー
7月10日（日） 10：30～12：30

【プログラム】模擬講義“Introduction to Destination
Management” など

ホスピタリティ・ツーリズム学部
ホスピタリティ・ツーリズム メジャー
7月23日（土） 13：20～16：00

【プログラム】TOEIC®講座 など

要予約

携帯電話からQRコードを読み取り、明
海大学公式携帯サイト

（http://meikai-m.gdd.jp）にアクセス。
オープンキャンパスページのOne�Dayセ
ミナー予約画面からお申し込みください。

※プログラム等は変更となる場合があります。
※詳細は本学公式HP（http://www.meikai.ac.jp）をご覧ください。

予約方法

日本語・英語・中国語で学内施設を案内するキャンパスツアー（外国語学部）

を変えて２回開催される。
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ホテルや旅行、エアライン業界な

どに高い就職率を誇るホスピタリテ

ィ・ツーリズム学部（以下、HT学部）

では、企業が求める人材の育成を目

的に、実践教育に力を入れている。

HT学部の授業科目「特別講義Ⅰ

（通称：社長講座）」では、日本のホス

ピタリティ・ツーリズム業界を代表

する企業の経営トップを招き、オム

ニバス形式で業界の動向や仕事に対

する考え方を学ぶ。４月28日に㈱ジ

ェイティービー会長の田川博己氏

（HT学部客員教授）、５月26日に㈱ホ

テルオークラ東京代表取締役会長の

清原當博氏、６月９日に㈱帝国ホテ

ル社長兼総支配人の定保英弥氏（HT

学部客員教授）を招き、講義が行われ

た。

帝国ホテルの定保社長は、「日本の

ホテル業界の現状と帝

国ホテルの企業理念」

と題し、日本における

ホテルの変遷と帝国ホ

テルの歴史について説

明した。また、自身のホ

テルマンとしての経験

談を話した上で、「学生

のうちに、人に負けな

いアドバンテージを身

につけてください。皆

さんが身につけた個の

力は将来につながり、やがては皆さ

んがこれから働く会社の力になる。

基本を忘れず、目の前のことに一生

懸命取り組み、学生生活を楽しんで

ください」と学生にアドバイスを送

った。日本を代表するホテルの社長

の言葉に、学生たちは真剣な表情で

聞き入っていた。

今後は、７月７日に㈱JTBパブリ

ッシング代表取締役の里見雅行氏、

14日に㈱アゴーラ・ホスピタリティ

ー・グループ代表取締役CEOの浅

生亜也氏を招いての講義が行われ

る。

帝国ホテル社長らが講演ホスピタリティ・ツーリズム学部
社 長 講 座

講義する帝国ホテルの定保社長

百縁商店街 学生がボランティアとして参加
５月７日と８日の２日間、浦安市

商店会連合会主催のイベント「百縁

（ひゃくえん）商店街」が開催さ

れ、両日合わせて30人の浦安キャン

パスの学生がボランティアスタッフ

として参加した。

このイベントは、浦安市商店会の

活性化を目的に開催されているもの

で、縁日やワークショップ体験など

ができる。

学生は、SL乗り場の受付や誘

導、ドジョウすくいの受付、ステー

ジを利用する団体の控室の警備など

を行ったほか、熊本震災被害義援金

ブースのスタッフとして募金活動を

行った。また、吹奏楽部はステージ

で演奏を披露し、会場を盛り上げ

た。

参加した学生からは「イベントを

通じて、子どもたちからお年寄りま

で、幅広い世代の方々と交流がで

き、また、商店の方をはじめとする

地元企業の方々と共に働くことがで

きてとてもいい経験になった。今年

は熊本震災被害義援金募集のブース

を設け、２日間で98,489円の義援金

をお寄せいただき、自分たちなりに

被災地支援に貢献することができ

た。今後もこのような活動があれ

ば、積極的に参加したい」という声

が聞かれた。吹奏楽部によるチャリティーコンサート
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６月６日、３年生を対象とした就

職ガイダンスが開催され、約250人の

学生が参加した。本学では４年間一

貫型のキャリアサポート体制を整備

４月から６月にかけて、浦安キャ

ンパスで４年生を対象とした学内

企業セミナーが開催され、多くの学

生が参加した。学内企業セミナー

は、さまざまな業界・業種の企業が

学内にブースを設置し、企業の採用

担当者から学生に仕事内容や採用

情報などを提供する場で、毎年ここ

での出会いをきっかけに多くの学

生が内定を勝ち取っている。

参加企業は、帝国ホテル、日本航

空、エイチ・アイ・エス、みずほフ

ィナンシャルグループ、千葉マツ

ダ、住友不動産販売、千葉県警察を

はじめ、ホテルや航空、旅行、金融、

商社、流通、不動産など、幅広い業

種から約180社に及んだ。

採用担当者から直接話を聞ける

絶好の機会だけに、学生たちは積極

的に企業のブースを訪問し、熱心に

説明を聞いていた。セミナーに参加

した学生からは、「採用担当者の方

するとともに、３年生の５月から就

職に関するガイダンスなどを開催す

ることで、就職活動の開始時期の変

更などにも柔軟に対応できるように

なっている。

今回の就職ガイダンスは、ソーシ

ャルデザイニング研究所の福島直樹

と直接話をすることで、インターネ

ットで調べただけでは分からなか

った職場の雰囲気や仕事内容など

を知ることができた」「志望業界以

外の企業の方からも話を聞くこと

で視野が広がった」といった声が聞

かれた。

本学では、早い段階から学生の就

業意識を高めるために１年次から

キャリア教育を行っており、今後も

就職活動に挑む学生たちを万全の

体制で支援していく。

真剣な眼差しで採用担当者の話を聞く学生ら

講演の様子

就職ガイダンス

就職戦線を乗り切れ！ 学内企業セミナー　明海生を積極採用する優良企業を招く

氏が講師を務め、「行きたい会社の見

つけ方」をテーマに講演が行われた。

福島氏は、誰もが知っている有名食

品メーカーと、知名度は低いが業界

内では最大手の自動車部品関連企業

を比較し、後者のほうが実は売上高

が高く、一般的には知られていない

ため就職活動における競争倍率は低

いことを解説。それを踏まえて「志望

業界や就きたい職種が明確な学生

は、ぜひ夢に向かって努力してほし

い。一方で、そうではない学生は大手

企業ばかりに目を向けるのではな

く、BtoB（Business to Business）の

優良企業の情報をつかむことが大

切」と説いた。

真剣な表情で講演に耳を傾け、メ

モを取る参加学生からは、就職活動

に対する意欲が早くも感じ取れた。
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明海スポーツ 挑戦の夏！
体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

体育会サッカー部 同じく勝ち上がってきた上武大学

とアウェーで対戦し、見事２−１で

勝利を収め、６月下旬に開幕する同

大会に出場することが決定した。こ

の大会は夏の大学サッカー日本一

を決める総理大臣杯全日本大学サ

ッカートーナメント関東予選も兼

ねており、体育会サッカー部の更な

る活躍が期待される。

また、４月に開幕した千葉県大学

サッカー春季１部リーグも順調なス

タートを切っている。創部以来の悲

願である「関東大学サッカーリーグ

2部昇格」に向けて、まずは春季リー

グを首位で折り返しを目指す。

ノバイタルカップ2016第５回関東大

学サッカートーナメント大会プレ

ーオフに進出した。北関東大会から

本学体育会サッカー部は、５月に

開幕した2016年度千葉県大学サッカ

ー選手権大会において優勝し、アミ

リーグ昇格をめざす体育会サッカー部

第５回関東大学サッカートーナメント大会に出場！

体育会ヨット部 ンである。３度目の出場となるので、

入賞（８位以内）を目指して頑張っ

てもらいたい。また、2020年の東京オ

リンピックに繋げていくためにも、

世界の壁を知ってきてほしい」と語

った。

春季選手権大会470級において優勝

しており、とても良いコンディショ

６月20日からドイツ・キールヨッ

トクラブで開催される2016年470級

ジュニア世界選手権大会の日本代

表選手に、林優季(経済学科４年)・木

村沙耶佳(経済学科４年)ペアが選出

された。同ペアは、11月に鳥取県境港

沖で開催された2016年ジュニアワー

ルド代表選考レースにおいて日本

代表２枠の中に入ったことから出場

権を獲得した。昨年はギリシャ、一

昨年はイタリアで開催されたジュ

ニア世界選手権大会にも参加して

おり、３年連続出場の快挙となる。

國府田由隆監督は「両選手は４月

に開催された関東女子学生ヨット

470級ジュニア世界選手権3年連続出場！

【今後の春期リーグ試合日程】

7月10日（日） VS 国際武道大学
13:50 国際武道大G

7月17日（日） VS 中央学院大学
13:50 明海大G

安井利一学長（中央）と林・木村ペア
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浦安キャンパス　10：00～15：00　 〈予約不要〉
外国語／経済／不動産／ホスピタリティ・ツーリズム学部

坂戸キャンパス　10：30～16：00 〈予約不要〉
歯学部

7月17日（日）、8月21日（日）、10月8日（土）、10月9日（日）

各日程の特別プログラム等は本学公式HPをご覧ください。

※10月はけやき祭同時開催

http://www.meikai.ac.jpOpen Campus 2016Open Campus 2016

お問い合わせ／企画広報課　TEL 047-355-1101

お問い合わせ／歯学部入試事務室　TEL 049-279-2852

オープンキャンパス（入試相談会）
要予約 8月9日（火）、9月17日（土）、10月23日（日）10：30～13：00
予約不要 11月5日（土）、11月6日（日）※明海祭同時開催 11：00～14：00

オープンキャンパス（入試対策講座）
要予約 11月12日（土） 13：30～14：45

授業で学んだ知識を深める
経済学部寺村ゼミ生が企業訪問

５月18日、経済学部の授業科目「経

済学演習Ⅰ」において、寺村絵里子准

教授のゼミに所属する３年生17人

が、サイボウズ㈱を訪問した。

サイボウズは、国内グループウェ

ア市場トップシェアを誇る優良企業

で、多様な働き方を実現しているこ

とでも知られている。

寺村ゼミでは、日本の民間企業にお

ける人材管理と個人の働き方につい

て学修しており、今回の訪問では、授

業で学んだ知識をさらに深め、かつ就

職活動前の３年生が企業を訪問する

ことで、社会人としての心構えを身に

つけることを目的に行われた。

社内見学や社員の方との質疑応答

が行われ、勤務時間・場所にとらわ

れないサイボウズの働き方やさまざ

まな社内制度について、学生たちか

ら多くの質問があがった。

参加した学生は、「企業を選ぶ際、

同僚たちとのコミュニケーションの

取りやすさなど、職場の雰囲気が大

切だということを実感しました。今

回の企業訪問は将来を考える良いき

っかけになりました」と話した。

今後のキャリア形成につながった企業訪問

7月17日（日）、7月30日（土）、8月6日（土）、8月20日（土）、
9月11日（日）、10月2日（日）、11月13日（日）


